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SDM V2.2.10 V2.2.10 V2.2.10 V2.2.10 リリースノートリリースノートリリースノートリリースノート  << V2.2.8 からの変更点 >>  新機能新機能新機能新機能    ・ （なし）  仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更    ・ （なし）  修正修正修正修正    ・ ログ表示画面で、指紋認証ユーザのログにユーザ ID、ユーザ名、部署 ID、部署名が表示されないバグを修正しました ・ ログの自動表示時にメモリーリークが発生することがあるバグを修正しました    << V2.1.14 からの変更点 >>  新機能新機能新機能新機能    ・ 部署のインポート・エクスポート機能が追加されました ・ ゲートのインポート・エクスポート機能が追加されました ・ 最新のログのリアルタイム表示機能が追加されました ・ ログ収集の秒間隔が指定可能となりました ・ ２台以上の PC での使用が可能になりました ・ Mifare カード対応版が追加リリースされました（※FeliCa との併用は不可） ・ Windows Vista および Windows 2003 Server R2 (32bit)に対応しました  仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更    ・ 通行許可ユーザの選択時、複数ユーザをまとめて選択できるようになりました ・ 通行許可ゲートの選択時、複数ゲートをまとめて選択できるようになりました ・ ユーザ名が最大 25 文字まで入力可能となりました ・ ユーザ名（ローマ字）が最大 50 文字まで入力可能となりました ・ ゲート設定時に、IP アドレスの他、ポート番号を指定できるようになりました ・ メニュー「設定>ログ保存期間」を「設定>日次処理」の一機能として移行しました ・ 日次処理にデータベースの最適化処理を追加しました ・ ユーザのインポート機能で、「部署」をインポート必須項目からはずしました。インポート項目に含まれていない場合「無所属」としてインポートすることができます ・ ユーザのインポート項目に部署 ID を追加しました ・ ユーザのインポート・エクスポート項目に「権限」を追加しました 
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・ ユーザのインポート機能に、「上書き」機能を追加しました  修正修正修正修正    ・ SD-Gate72 の最大登録数を超えて指紋・カードを登録しようとした際にエラーメッセージが表示されるようになりました ・ ログの自動出力の際に、出力先ファイルが確認できないときエラーメッセージが表示されるようになりました ・ 起動時、ログ収集を完了しなくても起動完了するようになりました ・ ユーザ照会後にユーザの「新規登録」ボタンを押した際、登録日の表示がクリアされないバグを修正しました ・ ログ保存日数の設定が正しく反映されないバグを修正しました ・ ゲート接続エラー時にポップアップメッセージが出続けることがあるバグを修正しました  
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<< アップグレードについて >>  SDM V2.1 以降のバージョンをご購入いただいたお客様に、V2.2 アップグレードインストーラーを無償配布しております。  アップグレードインストールアップグレードインストールアップグレードインストールアップグレードインストール方法方法方法方法    
1. 念のため、アップグレード開始前に次のファイルのコピーを USB メモリ等に保存してください。 1) C:\Program Files\SecureDesign\SDM2\template.dat 2) C:\Program Files\SecureDesign\SDM2\GateLock.dat 3) C:\Program Files\SDMDATA\SDM2.mdb 
2. SDM インストール CD を CD-ROM ドライブに挿入します。自動的に SDM インストール画面が表示され、アップグレードインストールプログラムが始まります。（※自動再生しない場合には CD の中にある SDM2_Patch.exe をダブルクリックして下さい。） 
3. 前バージョンのインストールフォルダが表示されます。変更が必要であれば【SDM2 インストール済みフォルダ】のチェックボックスを ONにし、【参照】ボタンを押して前バージョンをインストールしたパスを指定します。 

 
4. 【開始】ボタンを押します。アップグレードを開始します。 

 
5. 完了メッセージが表示されればアップグレード完了です。既存データベースがそのまま使用されますので、データの移行作業等は必要ありません。SDM V2.2 の詳しいご利用方法については、インストール CD 収録の「SDM操作ガイド」をご覧ください。 

 


